
- 1 - 

 

１ 基本理念 
    いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心

身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又
は身体に重大な危険を生じさせるおそれがある。 

    本校は、上記のことを踏まえ、以下の点を旨として、いじめの防止等のため
の対策を行う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 校内体制 
  ・ 学校は、いじめ防止のため、いじめが起きにくく、いじめを許さない環境

づくりのためにいじめが発生した場合の対応やいじめ防止のための指導計画
を示し、ペア活動、児童会によるあいさつ運動、分団会やボランティア清掃
などを通して、異学年や地域との関係づくりを進めたり、思いやりの心を育
てたりする活動を行う。また、教育相談やＳＣ面談、学校生活アンケートな
どで児童の心身の様子を把握できる体制づくりを進める。 

  ・ 校長をいじめ防止対応の責任者とし、「いじめ・問題行動等対策委員会」
を中心として教職員間の緊密な情報交換や共通理解を図り、一致協力して対
応する体制で臨む。 

  ・ 「いじめ等対策委員会」は、月１回や緊急な場合など必要に応じて開催す
るとともに、開催したときは議事録を作成する。その際、会はほかの会と重
ならないよう単独で開催する。 

  ・ いじめが生じた際には、学級担任等の特定の教職員が抱え込むことなく、
多様な専門性をもった職員が多面的に関わるなど、学校全体で組織的に対応
する。 

・ 機動的で柔軟な対応ができるように、情報の「集約担当」を設ける。 
  ・ いじめを発見、訴えを聞いた場合は、即日に集約担当に報告し一両日中に

「いじめ等対策委員会」を開催するなど、関係事実を迅速・正確に報告する。 
  ・ 「いじめ・問題行動等対策委員会」の構成員 
    校長・教頭・主幹教諭・教務主任・校務主任・学年主任・生活指導主任・教

育相談担当・養護教諭・栄養教諭・当該児童の担任・スクールカウンセラー
・なごや子ども応援委員会コーディネーターなど 

  
 

いじめは、全ての児童生徒に関係する問題である。いじめの防止等の対策は、全ての児童
生徒が安心して学校生活を送り、様々な活動に取り組むことができるよう、学校の内外を問
わず、いじめが行われなくなるようにすることを旨として行われなければならない。 

また、全ての児童がいじめを行わず、いじめを認識しながら放置することがあってはなら
ない。そのためにいじめの防止等の対策は、いじめが、いじめられた児童の心身に深刻な影
響を及ぼす許されない行為であることについて、児童が十分に理解できるようにすることを
旨としなければならない。 

いじめの防止等の対策は、いじめを受けた児童の生命・心身を保護することが特に重要で
あることを認識しつつ、教育委員会・学校・家庭・地域・その他の関係者の連携の下、いじ
めの問題を克服するという強い決意で行われなければならない。 

学校は、いじめを受けた児童を徹底して守り通す責務を有し、いじめを助長することはも
とより、いじめを認識しながら、これを隠蔽し、放置するようなことが決してあってはなら
ない。 


